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(1) 

右図の正八面体 ABCDEFにおいて、頂点 FA, と、 

辺 DEBC, の中点 NM , を通る断面を考える。 

互いに平行な 2面 DEFABC, は逆向きであり、 

ABCの重心 1G と、DEFの重心 2G は、 

それぞれ線分 FNAM, 上にある。 
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MOG1 は直角であり、 21GG は 2面 DEFABC, に対し垂直である。 

これより、正八面体の 1つの面を下にして真上から見ると、 

平行な 2面の重心が重なるので、図のような正六角形に見える。 

この正六角形の 1辺の長さは 
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(2)  

1:2: MOAO であるから 
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面 DEFを下にして、 2G から z 離れた位置における 

正八面体の断面を考える。上から見た平面図上に 

断面を描くと、破線のような六角形になる。 

21GG は正六角形の 1辺の 2 倍であるから、 

図上の長さ xは、 zx
2

2
 と表せる。 

回転体の断面は、軸 21GG から各頂点までの距離 )(zr を 

半径とする円である。余弦定理より 
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求める体積は 
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